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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・感染予防対策のため、3/3(火)3/4(水)第6回法人研修の出入りについて、メモリアルホールへ職員玄関から来られる方は西病棟経由、他領域から来られる方はメモリアルホール裏出入り口からとなる。
・溝越　キク　様～3/2(月)午後、3/3(火)午前、3/4(水)午後、3/5(木)午前、3/6(金)午後にデイケア体験利用予定。
・大久保　康弘様～2/28(土)当院退院、本日よりデイナイトケア利用開始。青明舎より情報提供あり、本人と面談し①青陽館利用（就寝前薬服用後の帰宅）②決められた時間での処方薬服用③精神面に限らず、身体面での不調時も必ず相談。以上の約束事を行っているとの事。不安定になった経緯も自覚、振り返りも出来ているとの事。介護保険申請については、現在、体重減少したこともあり、疼痛なく歩行できるとの事で、経過観察で申請に移りたい。また、入院中に本人希望にて、たばこの本数を2本/日に制限され、退院後も継続するとの事でGHで支援を行う。(毎朝訪問時のたばこ2本の手渡し)
＜青明舎登録者情報＞
・高柳　和子様～2/25(水)定期訪問実施。2/23(月)、24(火)は気分の落ち込みが著しく、「苦しかったんです。」と話され、傾聴している。昨日、青明舎に寄ってスタッフが気を遣って声を掛けてくれたが、耳に入って来ないくらい落ち込んでいたとのことで、今になって申し訳ないと思っていると話す。本日の外来受診で主治医に薬が合わないことや気分の落ち込みがあること、入院したいと思っていたことを相談してきたと話す。症状が良くない時は無理してデイケアへ行かなくても良いことについての説明を受けてきたとのこと。主治医へ相談し、また、訪問前にも弟と電話をしていたら少し気持ちが和らいだと話す。
・大久保恒夫様～2/27(金)定期訪問実施。スタッフにレシートの束を渡している。食料品の買い物は2000円弱ほど。外食が多く見られ、食料品も出来合いのものと炭酸飲料が多いので指摘すると、妻は最近料理ができていないとのことで、妻を気遣っている様子である。他に衣料品の買い物があり、妻の葬儀に必要だったと思われる。無駄使いはしていないと本人主張している。今日保護費が入金されるが、天候が悪いので、3/2に社協から借りたお金を返しに行くとの事。「それで借金なくなるから、やりくりの確認とか、もういかべ。」と青明舎の金銭管理の確認をやめたい申し出をされている。面倒だとのこと。金銭管理の利点を説明し、また2月分のレシート、3月分のレシートと取っておくだけでも、いくら遣っているのか振り返るきっかけになることも説明するが、「だって面倒くさくてさー。」と難色を示している。最近は体調不良はなく落ち着いている。服薬も調整することなく飲んでいるとのこと。タバコを吸うと喉が渇くと話し、タバコは1日一箱程度だとのこと。タバコの本数が減らせれば体にも家計にも優しいことを伝えるが「難しいな。」と話している。
・大久保律子様～2/27(金)定期訪問実施。スタッフが部屋に入るとコタツに横になっており、挨拶するがスタッフに背を向けたままで返事をしている。夫に促され起き上がっているが、無表情で暗い。目が腫れているので指摘すると、ものもらいに罹ったとのことで、眼科から目薬を処方されたとのこと。返答には数秒かかり、スタッフが夫と話していても無関心である。ものもらい以外に病気はしていないものの、祖母の死去から元気がなく、疲れもあると夫が話している。なるべく外出には誘い、外に出るようにしているとのこと。（夫談）服薬については「ちゃんと飲んでる。」、タバコは「（量は）変らない。」と話している。次の受診より、主治医が猪俣Drから馬渡Dr変更になっている。
・清水　秋男様～2/28(土)定期訪問実施。体調は良いとのこと。肩の調子もだいぶよく、現在は痛みはないと話している。食事は、自炊することが多く、鍋や焼そば、焼き魚などを作って食べているとのこと。野菜不足を解消するためにも人参ジュースは毎日続けているという。青明舎スタッフが、普段の食事で足りないと思っている栄養をサプリメントで補っていることを話すと「どんなサプリメントがありますか？カルシウムのサプリメントを買おうかな」と興味を持たれている。外食は、月に２回程度行っており、居酒屋のランチを食べたり、三春屋のレストランなど行き慣れた場所で食べているとのこと。金銭面について尋ねると「大丈夫ですよ」と答えている。
・中居美津子様～3/1(日)定期訪問実施。猫の臭いは変わらないが、掃除・整理整頓したと本人話し、スタッフ評価している。猫に関し、前回から再度動物病院に行ったと話している。診察や行き帰りのタクシーで1万円程かかったとのこと。本人は猫は家族で病気になればもっとお金が掛かるため、月1万円は猫も含めた予備費にしたいと考えている。遣り繰りは苦しいと言い、前回同様姉には1万円小遣いアップを希望したいが、姉は猫はぜいたく品だと思っている為叶わないだろうとうつむいている。その1万円はどうしたのか聞くと、毎月千円を定期貯金しているものから下ろしたと答えている。毎月続くと大変であることを伝えると、「だから小遣いが1万円アップして欲しいのですが…」と話している。猫以外の遣り繰りは7万円強だとのこと。よって全体では8万円強でやりくりしている。

＜利用者情報＞
・松川　順子様～本日、本人と出納帳･食事摂取表を確認。金曜日に受給した生活保護費を使用し､残金は3000円程になっている。3月は余裕が一切ないこと､不要なもの（電池や日用品､CD､時計等）も購入すべきではなかったことを振り返るが､｢そっか…｣｢欲しかったから｣と理解が乏しい。また､妹より｢お金が足りない｣と言われ､1万円を渡したと話しているものの､金曜日に確認した時より2万円程本人のお金が増えている状況であり､出納が管理出来ていない状況である。
・関向　智　様～本人より連絡なく来所せず､本人へ電話し確認。先週金曜日の外来受診時､デイケアに行きたくない旨を主治医へ相談したことで､｢もう辞めたことになったと思っていた｣と話している。デイケアでも､来所出来ない理由､今後の方針等について本人と話し合いたいことを伝えると了解。3月6日､本人と話し合っていく予定。
・木村美智子様～本日、デイケア見学を実施。ミーティングやエアロビクス等に積極的に参加している。分からないことがあれば職員へ聞くことも出来ている。感想を聞くと､｢エアロビは､ちょっと着いていけそうにないかも…｣等と話している。自分のペースに合わせて参加出来ることを伝えると､｢そうですか｣と笑顔で頷いている。
・大久保康弘様～本日よりデイナイトケア利用再開。スタッフとの面談では、幻聴はなく、体重は3～4㎏減っており、足の痛みについては「痛みあるけど大丈夫です」と話されている。プログラムへも問題なく参加し、発言も聞かれる。やや他者へ干渉気味となっている場面も見られる。食事については「階段下りれます」と話され、１階で食事も済ませている。
服薬については、夕食後薬と就床前薬服用の確認を行い(服薬チェックノートへ確認印)、本人へは服用後の薬包を持ち帰ってもらい、それを翌朝世話人へ見せる服薬確認となる。
＜外来情報＞
・若松　健一様～血圧は176/116mmHgと高値が見られ、様子観察していく。

・高阪　博英様～受診前に妹様より本人へ連絡あり、施設入所中の母が脳梗塞で救急搬送されたと報告されている。

・下口　政子様～眠気あり、タスモリン(1)2T　2×朝・就床前⇒タスモリン(1)1T　1×朝　に減薬となる。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（関向　智　様）

実施日：H26年3月2日（月）13：30～14：00

担当チーム：慶長　佐々木
参加者：慶長、佐々木、小林、松橋、會津、小屋敷、福田(青明舎)

検討内容　目標と計画の確認

	氏名
	関向　智
	性別
	男
	年齢
	33
	生年月日
	S63年6月10日

	主病名
	強迫性障害
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	積極的にデイケアに参加していき、就労への準備を進めていく。

	本人希望
	活動せず家にいることが多かった為、日中の活動を通して生活リズムを整えていき、今後の仕事を考えていきたい。

	家族希望
	仕事など、今後の生活を考えて欲しい。

	入院歴
	計0回

	通所歴
	1回目（当院デイケア）

· 今回：Ｈ26年1月26日～現在（2/16まで週5回⇒2/16から週2回月、木）

	その他サービス利用
	

	住居：実家
	家族構成

母と2人暮し

	利用制度
	手帳　なし
	
	他　自立支援医療



【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに通いながら社会復帰の準備を進めていく。
	①デイケアに継続して通所し、生活リズムを整えていく。
	①自分から積極的にプログラムに参加し、活動性の向上を目指す。
	①自分からプログラムに参加し、活動的に過ごす。スタッフからプログラム等の活動を促していき、日中活動の提供を行っていく。

	
	②就労に向けて、対人関係、ストレス対処技能を向上する。
	②-1デイケアでの活動を通じ、対人関係に慣れる
	②-1他者との交流やプログラムを通じて、他者との距離の取り方を学んでいく。スタッフは他者と適切な距離を保って活動できるように、声かけを行っていく。

	
	
	②-2デイケアでの活動を通じ、ストレス対処技能を身につける。
	②-2 デイケアの活動に参加し、ストレスへの対処法を見つけていく。ストレスを対処できないときには、すぐに相談できるようになる。スタッフはストレス対処へのアドバイスをしていき、本人にストレスの状態を確認しながら適切な対処を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①自分から積極的にプログラムに参加し、活動性の向上を目指す。
	・1/26より正式利用開始。月曜日から金曜日の週5日を希望。正式利用にあたって、不安等は無いと話す。

・2/16よりバス代や昼食代などの金銭的な理由で、就労支援がある月曜、木曜の利用を希望。

・積極的にプログラムに参加しており、デイケアメンバーの清水頭翼様、野月利章様と交流している様子も見られている。

・利用目的については､｢社会復帰の準備を進めていきたい｣｢自分自身の生活を整え、後々は仕事も考えていきたい｣と話している。本人から「焦らずゆっくりやっていきたい」との希望が聞かれており、まずは継続して通所し、生活リズムを整えながら活動性を向上させることを提案すると、「それがいいです」「すこしずつでも頑張っていきます」と意欲的な発言が聞かれている。

（達成度50%）
	・2/16(月)を最後に、通所利用がない。理由は体調不良と話している。

・2/19(木)青明舎にデイケア利用について相談がある(青明舎は未登録)。｢デイケアにいると息苦しい。｣「いてもいいのか分からなくなる。」等、話されている。青明舎から、デイケアへも話してみるようアドバイスしてくれるが、その後、デイケアには相談はない。

・3/2（月）本人より電話連絡なく来所せず､本人へ電話し確認。先週金曜日の外来受診時､デイケアに行きたくない旨を主治医へ相談したことで､｢もう辞めたことになったと思っていた｣と話している。デイケアでも､来所出来ない理由､今後の方針等について本人と話し合いたいことを伝えると了解。3月6日､本人と話し合っていく予定。それにより、今後の目標・治療計画の再検討となる。

	②-1デイケアでの活動を通じ、対人関係に慣れる
	・特定男性メンバー(清水頭翼様・野月利章様)と積極的に交流している。その他のメンバーとは交流している事は少ない。

・利用開始時は人ごみが苦手で落ち着かないと話す事があったが、時間経過につれ少しずつ慣れてきたと話している。

（達成度50%）
	

	②-2デイケアでの活動を通じ、ストレス対処技能を身につける。
	・今までストレス対処が上手く出来ず、溜め込んでしまい具合を悪くしたことが多いと話している。

・今のストレス対処法は他者と話すこととのことで、特定メンバーとの交流が楽しいと話している。

・その他の対処法は特にないとのこと。

（達成度50%）
	


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに通いながら社会復帰の準備を進めていく。
	①デイケアに継続して通所し、生活リズムを整えていく。
	①自分から積極的にプログラムに参加し、活動性の向上を目指す。
	①自分からプログラムに参加し、活動的に過ごす。スタッフからプログラム等の活動を促していき、日中活動の提供を行っていく。

	
	②就労に向けて、対人関係、ストレス対処技能を向上する。
	②-1デイケアでの活動を通じ、対人関係に慣れる
	②-1他者との交流やプログラムを通じて、他者との距離の取り方を学んでいく。スタッフは他者と適切な距離を保って活動できるように、声かけを行っていく。

	
	
	②-2デイケアでの活動を通じ、ストレス対処技能を身につける。
	②-2 デイケアの活動に参加し、ストレスへの対処法を見つけていく。ストレスを対処できないときには、すぐに相談できるようになる。スタッフはストレス対処へのアドバイスをしていき、本人にストレスの状態を確認しながら適切な対処を促していく。


